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● 登校前
とうこうまえ

から、下校
げこう

するまでのきまり 

 朝
あさ

 起
お

きてから 登校
とうこう

準備
じゅんび

まで  

○早
はや

起
お

きをし、朝
あさ

ごはんをしっかり食
た

べる。 
 

  身
み

だしなみ  

○ハンカチ、ティッシュを忘
わす

れずに持
も

つ。 

  ○活動
かつどう

しやすく、安全
あんぜん

な服装
ふくそう

で登校
とうこう

する。 

    ・華美
か び

な服装
ふくそう

では登校
とうこう

しない。「運動
うんどう

やそうじができる服装
ふくそう

」で登校
とうこう

する。 

    ・長
なが

い髪
かみ

は結
むす

び、学習
がくしゅう

の邪魔
じゃま

にならないようにする。頭髪
とうはつ

の染色
せんしょく

・脱色
だっしょく

・化粧
けしょう

・アクセサリー

の着用
ちゃくよう

などは禁止
きんし

する。      

   ○体育
たいいく

の授業
じゅぎょう

では体育
たいいく

着
ぎ

を着
き

て、赤
あか

白帽
しろぼう

をかぶる。 

    ・タイツなどは体温
たいおん

調節
ちょうせつ

ができないため、体育
たいいく

の授 業 中
じゅぎょうちゅう

は着用
ちゃくよう

しない。 

    ・冬季
とうき

（原則11月から3月）は上着
うわぎ

を着用
ちゃくよう

してもよいが、準備
じゅんび

運動後
うんどうご

、体
からだ

が温
あたた

まってきたら

脱
ぬ

ぐ。 

    ・上着
うわぎ

を着用
ちゃくよう

する際
さい

は、安全上
あんぜんじょう

、フードなしで運動
うんどう

に適
てき

した素材
そざい

のものにする。（チャックがあ

る場合
ばあい

は上
うえ

まで上
あ

げる） 

    ・靴下
くつした

はひざ下
した

のものにし、運動
うんどう

しやすい服装
ふくそう

にする。 
 

 登校
とうこう

  

   ○通学
つうがく

帽子
ぼうし

を着用
ちゃくよう

する。 

   ○防犯
ぼうはん

ブザーを携帯
けいたい

する。（週
しゅう

に一度
いちど

は作動
さどう

するか確認
かくにん

する。） 

○集合
しゅうごう

時刻
じこく

を守
まも

る。 

・学校
がっこう

には８時前
じまえ

には登校
とうこう

しない。 

・通学
つうがく

班
はん

の集合
しゅうごう

場所
ばしょ

に遅
おく

れそうな場合
ばあい

は、必
かなら

ず班長
はんちょう

に連絡
れんらく

をする。 

   ○当日
とうじつ

、急
きゅう

に欠席
けっせき

する場合
ばあい

は、集合
しゅうごう

場所
ばしょ

で保護者
ほ ご し ゃ

から班長
はんちょう

に伝える。 

   ○通学
つうがく

班
はん

のきまりを守
まも

る。 

・歩
ある

くときは通学
つうがく

班
はん

で１列
れつ

、班長
はんちょう

が先頭
せんとう

、副班長
ふくはんちょう

が１番
ばん

後
うし

ろで歩
ある

く。 

    ・忘
わす

れ物
もの

をしても取
と

りには戻
もど

らない。 
 

  学校
がっこう

生活
せいかつ

  

   ○みんなと仲良
なかよ

く過
す

ごし、正
ただ

しく思
おも

いやりのある言葉
ことば

を使
つか

う。 

    ・友達
ともだち

は「さん」をつけて呼
よ

ぶ。 

    ・人
ひと

を傷
きず

つける言葉
ことば

は使
つか

わない。 

   ○２～６年生
ねんせい

は、名札
なふだ

は学校
がっこう

で保管
ほかん

する。１年生
ねんせい

は着脱
ちゃくだつ

が難
むずか

しいので、当面
とうめん

は家庭
かてい

から着用
ちゃくよう

する。 

   ○廊下
ろうか

や階段
かいだん

は右側
みぎがわ

を静
しず

かに歩
ある

く。 

○ベランダは、用事
ようじ

のないときに出
で

ない。 



   ○他
ほか

の教室
きょうしつ

や特別
とくべつ

教室
きょうしつ

には勝手
かって

に入
はい

らない。 

○職員室
しょくいんしつ

に入
はい

るときは、後
うし

ろのドアから「学年
がくねん

・組
ぐみ

・名前
なまえ

・用件
ようけん

」を言
い

ってから入
はい

る。 

○体育館
たいいくかん

や特別
とくべつ

教室
きょうしつ

へ移動
いどう

する際
さい

は、話
はな

をせずに並
なら

んで歩
ある

く。 

 

 学習
がくしゅう

  

○学習
がくしゅう

準備
じゅんび

をしっかりし、次
つぎ

の授業
じゅぎょう

に臨
のぞ

む。 

・授業
じゅぎょう

が始
はじ

まる前
まえ

に、学習
がくしゅう

に必要
ひつよう

な用具
ようぐ

を机
つくえ

の上
じょう

に出
だ

しておく。 

・時計
とけい

を見
み

て行動
こうどう

し、授業
じゅぎょう

が始
はじ

まるときには席
せき

に着
つ

いている。 

   ○学習
がくしゅう

にふさわしい態度
たいど

で授業
じゅぎょう

に臨
のぞ

む。 

・挙手
きょしゅ

をするときは肘
ひじ

を伸
の

ばし、高
たか

く手
て

を挙
あ

げる。 

・指名
しめい

されたら、はっきり「はい」と返事
へんじ

をする。 

・話
はなし

をするときは、学習
がくしゅう

する場
ば

に合
あ

わせた声
こえ

の大
おお

きさで話
はなし

をする。 

・話
はなし

を聞
き

くときは、話
はな

し手
て

の方
ほう

を見
み

て聞
き

く。 

・水分
すいぶん

補給
ほきゅう

は休
やす

み時間
じかん

に行
おこな

い、集 中
しゅうちゅう

して授業
じゅぎょう

に取
と

り組
く

めるようにする。体調
たいちょう

不良
ふりょう

で水分
すいぶん

が

必要
ひつよう

な場合
ばあい

は教師
きょうし

に相談
そうだん

のうえで水分
すいぶん

補給
ほきゅう

を行
おこな

う。 
    

 学習
がくしゅう

用具
ようぐ

  

○キャラクターやかざりのない実用的
じつようてき

な物
もの

を選
えら

び、大切
たいせつ

に使
つか

う。 

・自分
じぶん

の持
も

ち物
もの

には名前
なまえ

を書
か

く。 

   ○学校
がっこう

に必要
ひつよう

のないものは持
も

ってこない。 

    ・筆箱
ふでばこ

は四角
しかく

い箱型
はこがた

の無地
む じ

のものを使用
しよう

する。 

    ・筆箱
ふでばこ

の中
じゅう

には先生
せんせい

に指示
し じ

された学習
がくしゅう

用具
ようぐ

を入
い

れておく。 

    ・ペン類
るい

は必要
ひつよう

な時
じ

に、必要
ひつよう

な分
ぶん

だけを持
も

ってくる。 

    ・シャープペンは学校
がっこう

では使
つか

わない。 

    ・物
もの

の貸
か

し借
か

りはしない。（学習
がくしゅう

用具
ようぐ

、読書用
どくしょよう

の本
ほん

なども） 

○前
まえ

の日
ひ

のうちに、次
つぎ

の日
にち

の学習
がくしゅう

の準備
じゅんび

をしておく。 

○上履
うわば

きを忘
わす

れた場合
ばあい

は、担任
たんにん

に報告
ほうこく

し、教員
きょういん

の管理
かんり

のもと、貸
か

し出
だ

し用
よう

上履
うわば

きを利用
りよう

する。使用
しよう

後
ご

は洗
あら

って、速
すみ

やかに担任
たんにん

を通
とお

して返却
へんきゃく

する。 
 

 休
やす

み時間
じかん

  

○校庭
こうてい

で遊
あそ

ぶときはきまりを守
まも

る。 

    ・校庭
こうてい

に赤
あか

いカラーコーンが置
お

かれているときは、校庭
こうてい

を使用
しよう

してはいけない。 

   ○次
つぎ

の授業
じゅぎょう

への準備
じゅんび

をしておく。 

    ・手洗
てあら

い・うがいや、トイレを済
す

ませておく。 

    ・給 食
きゅうしょく

の前
まえ

は、班
はん

の隊形
たいけい

に整
ととの

えておく。 

   ○廊下
ろうか

や階段
かいだん

、ベランダ、トイレでは、遊
あそ

ばない。 

   ○駐 車 場
ちゅうしゃじょう

など、車
くるま

が出入
で い

りするところでは遊
あそ

ばない。 

○体育館
たいいくかん

は先生
せんせい

といっしょに使
つか

い、勝
かっ

手
て

には使
つか

わない。 

○雨
あめ

の日
ひ

の遊
あそ

び方
がた

は、学年
がくねん

・クラスで話
はな

し合
あ

って、室内
しつない

で安全
あんぜん

に遊
あそ

ぶ。 
 



 給 食
きゅうしょく

  

○衛生面
えいせいめん

に気
き

をつけながら準備
じゅんび

をする。 

・給 食
きゅうしょく

当番
とうばん

は、白衣
はくい

・ぼうし・マスクを身
み

につける。 

 ・給 食
きゅうしょく

当番
とうばん

以外
いがい

もマスクを着用
ちゃくよう

し、配
はい

ぜんのときにはしゃべらない。 

・石鹸
せっけん

を使
つか

って、手
て

洗
あら

いをしっかりする。 

   ○配
はい

ぜん・片付
かたづ

けはみんなで協 力
きょうりょく

して行う。 

・給 食
きゅうしょく

は、あわてずに静
しず

かに運
はこ

ぶ。 

・こぼしてしまったときは、必
かなら

ずふき取
と

る。 

   ○マナー良
よ

く食
た

べる。 

    ・仲良
なかよ

く楽
たの

しく食
た

べる。 

・作
つく

った人
ひと

に感謝
かんしゃ

しながら、残
のこ

さず食
た

べる。 

・食後
しょくご

は歯
は

みがきを忘
わす

れずにする。（歯
は

みがき粉
こな

は使
つか

わない） 

 

 そうじ  

○力
ちから

を合
あ

わせて、黙働
もくどう

清掃
せいそう

（黙
だま

って、静
しず

かに）で学校
がっこう

をきれいにする。 

・そうじに集 中
しゅうちゅう

し、自分
じぶん

から仕事
しごと

を探
さが

せるようする。 

・時間内
じかんない

に終
お

わるように、協 力
きょうりょく

して行う。 

・そうじ用具
ようぐ

はていねいに使
つか

い、後
あと

片
かた

づけもしっかりする。 

 

 下校
げこう

  

   ○安全
あんぜん

に気
き

をつけ、地域
ちいき

の人
ひと

たちに迷惑
めいわく

をかけないように帰
かえ

る。 

      ・一列
いちれつ

で歩
ある

き、さわがず、友達
ともだち

と仲良
なかよ

く帰
かえ

る。 

・決
き

められた通学
つうがく

路
ろ

を守
まも

り、寄
よ

り道
みち

せずに帰
かえ

る。 

・見守
みまも

り隊
たい

の方
かた

や地域
ちいき

の方
かた

に、すすんであいさつをする。 
 

● 下校後
げ こ う ご

・休日
きゅうじつ

のきまり 
 

  外
そと

へ出
で

かけるとき  

   ○遊
あそ

びに出
で

かけるときは、十分
じゅうぶん

に安全
あんぜん

に気
き

をつける。 

・出
で

かける前
まえ

に家
いえ

の人
ひと

に「だれと、どこで、何をして、いつまで」遊
あそ

ぶかを伝える。 

・以下
い か

の時間
じかん

になったら遊
あそ

びをやめて、家
いえ

に帰
かえ

る。 

 ２月
がつ

～１０月
がつ

・・・５時
じ

まで  １１月
がつ

～１月
げつ

・・・４時
じ

３０分
ぶん

まで 

・防犯
ぼうはん

ブザーを携帯
けいたい

する。 

○道路
どうろ

を歩
ある

くとき、自転車
じてんしゃ

に乗
の

るときは、交通
こうつう

ルールをしっかり守る。 

・飛
と

び出
だ

さないよう注意
ちゅうい

する。（特
とく

に自転車
じてんしゃ

に乗
の

っているとき） 

・キックボード、インラインスケート、ローラーシューズなどを、路上
ろじょう

で使用
しよう

しない。 

   ○事件
じけん

や事故
じ こ

に巻
ま

き込
こ

まれないよう、気
き

をつけて行動
こうどう

する。 

・外
そと

での一人
ひとり

遊
あそ

びや、人目
ひとめ

の少
すく

ない場所
ばしょ

での遊
あそ

びはしない。 

・川原
かわら

や土手
ど て

での遊
あそ

びなど、危険
きけん

な場所
ばしょ

での遊
あそ

びはしない。 



・お金
かね

や高価
こうか

な物
もの

を持
も

って、遊
あそ

びに行
い

かない。 

・マンション等
など

のエレベーターに乗
の

る際
さい

は、周
まわ

りに十分
じゅうぶん

気
き

をつける。 

・不審
ふしん

な人物
じんぶつ

には注意
ちゅうい

して、近
ちか

づかないようにする。 

○危険
きけん

を感
かん

じたら逃
に

げたり、大声
おおごえ

を出
だ

したりする。 

・「子
こ

ども１１０番
ばん

の家
いえ

」や近
ちか

くの家
いえ

に逃
に

げ込
こ

むなどして、自分
じぶん

の身
み

を守
まも

る。 

・「子
こ

ども１１０番
ばん

の家
いえ

」の人
ひと

や保護者
ほ ご し ゃ

に知
し

らせ、すぐに１１０番
ばん

通報
つうほう

をしてもらう。 

 ・万
まん

が一
いち

、事件
じけん

・事故
じ こ

等
など

が起
お

きたら、学校
がっこう

へも必
かなら

ず連絡
れんらく

する。 

 

 

 

  地域
ちいき

での遊
あそ

び方
がた

  

○人
ひと

の迷惑
めいわく

になるような遊
あそ

びはしない。 

       ・危険
きけん

な遊
あそ

びは絶対
ぜったい

にしない。（石
いし

を投
な

げる、火遊
ひあそ

び、川辺
かわべ

での水遊
みずあそ

びなどは禁止
きんし

） 

・危険
きけん

な遊具
ゆうぐ

を使用
しよう

する遊
あそ

びも絶対
ぜったい

にしない。 

     （エアガン（ＢＢ弾
だん

）、レーザーポインター、爆竹
ばくちく

などの使用
しよう

は禁止
きんし

） 

・公園
こうえん

や道路
どうろ

などで、大
おお

きな音
おと

を立
た

てたり、大声
おおごえ

を出
だ

したりして、迷惑
めいわく

をかけない。 

 また、植木
うえき

や遊具
ゆうぐ

など、公共
こうきょう

のものは大切
たいせつ

に扱
あつか

う。 

・他人
たにん

の庭
にわ

や駐
ちゅう

車場
しゃじょう

、マンションの敷地内など、私
し

有地
ゆうち

に入
はい

らない。  

○たき火
び

など、火
ひ

遊
あそ

びはしてはいけない。 

・家
いえ

にあるマッチ・ライターなどには、さわらない。 

   ○友達
ともだち

の家
いえ

で遊
あそ

ぶときには、迷惑
めいわく

をかけない。 

    ・誰
だれ

の家
いえ

で遊
あそ

び何時
なんじ

に帰
かえ

ってくるのか家
いえ

の人
ひと

に伝
つた

えておく。 

・家
いえ

の人
ひと

がいないときは、勝手
かって

に家
いえ

に上
あ

がって遊
あそ

ばない。 

・保護者
ほ ご し ゃ

が同伴
どうはん

しない（友人宅
ゆうじんたく

等
とう

への）外泊
がいはく

はしない。 

   ○お店
みせ

へ子供
こども

だけで行
い

かない。 

・用
よう

もなくショッピングセンターやスーパー、コンビニ等
など

に子供
こども

だけで入
はい

らないようにする。 

     ・映画館
えいがかん

、遊園地
ゆうえんち

、カラオケ店
てん

、デパート、ゲームセンター・ゲームコーナー、おもちゃ屋
や

、 

レストラン・ファストフード店
てん

などへは、必
かなら

ず家
いえ

の人
ひと

など信頼
しんらい

できる大人
おとな

と行
い

く。 
 

 自転車
じてんしゃ

の乗
の

り方
がた

  

○自転車
じてんしゃ

は、安全
あんぜん

な服装
ふくそう

で、ルールを守
まも

って乗
の

る。 

     ・自転車
じてんしゃ

に乗
の

るときは、 

（１）１・２年生
ねんせい

は、家
いえ

の人
ひと

といっしょに乗
の

る。 

（２）３・４年生
ねんせい

は、「安全
あんぜん

教室
きょうしつ

」終了後
しゅうりょうご

、学
がっ

区内
くない

を安全
あんぜん

に気
き

をつけて乗
の

る。 

（３）５・６年生
ねんせい

は、学
がっ

区内
くない

を安全
あんぜん

に気
き

をつけて乗
の

る。 

・暗
くら

くなったら乗
の

らないようにする。 

 ・定期的
ていきてき

に自転車
じてんしゃ

の点検
てんけん

をする。 

   ○自転車
じてんしゃ

を停
と

めるときには、防犯
ぼうはん

に気
き

をつける。 

・必
かなら

ずかぎをかけ、人
ひと

の迷惑
めいわく

にならないところに停
と

める。 

●川口
かわぐち

警察
けいさつ

署
しょ

（代）０４８－２５３－０１１０ ●前川
まえかわ

小学校
しょうがっこう

 ０４８－２６５－３３７

５ 

 

道路交通法第６３条の１１では 

「児童又は幼児を保護する責任のある者は、児童又は幼児を自転

車に乗車させるときは、当該児童又は幼児に乗車用ヘルメットを

かぶらせるよう努めなければならない」と定められています。 

平成３０年度４月より、埼玉県では自転車保険への加入が義務と

なっています。 



・大切
たいせつ

な物
もの

を、自転車
じてんしゃ

のかごに置
お

きっぱなしにしてはいけない。 
 

  放課後
ほ う か ご

に学校
がっこう

に来
く

るとき  

   ○放課後
ほ う か ご

に学校
がっこう

に来
く

る場合
ばあい

は、きまりを守
まも

る。 

     ・放課後
ほ う か ご

は校舎
こうしゃ

には入
はい

らない。 

・忘
わす

れ物
もの

を取
と

りに来
く

るときは、４時
じ

３０分
ぶん

時
じ

までに、職員室
しょくいんしつ

で担任
たんにん

の先生
せんせい

に断
ことわ

ってから取
と

りに行
い

く。（４時
じ

３０分
ぶん

以降
いこう

や土日
どにち

祝日
しゅくじつ

に忘
わす

れ物
もの

を取
と

りに来
き

てはいけない） 

   ○学校
がっこう

に自
じ

転車
てんしゃ

できたときは、ふじみ幼稚園側
ようちえんがわ

の通路
つうろ

に並
なら

べて駐輪
ちゅうりん

し、絶対
ぜったい

に鍵
かぎ

をかける。 

   ○校庭
こうてい

で遊
あそ

ぶ場合
ばあい

には、けがのないよう、仲良
なかよ

く遊
あそ

ぶ。 

    ・バットを使用
しよう

して遊
あそ

ばない。 

    ・軟式
なんしき

野球用
やきゅうよう

ボールでは遊
あそ

ばない。 

    ・校庭
こうてい

でものを食
た

べたり、ペットボトル、缶
かん

ジュースなどを飲
の

んだりしてはいけない。 

    ・水分
すいぶん

補給
ほきゅう

が必要
ひつよう

な場合
ばあい

は、水筒
すいとう

を持
も

ってくる。 

      ・遊
あそ

びをやめる時間
じかん

をしっかり守
まも

り、家
いえ

に帰
かえ

るときには一人
ひとり

にならないよう気
き

をつけ、 

暗
くら

くなる前
まえ

に帰
かえ

る。 
 

  放課後
ほ う か ご

の学習
がくしゅう

など  

   ○家庭
かてい

学習
がくしゅう

（宿題
しゅくだい

、自主
じしゅ

学習
がくしゅう

、読書
どくしょ

など）に取
と

り組
く

む。 

    ・［１０分
ぷん

×学年
がくねん

］を目安
めやす

とし、集 中
しゅうちゅう

して取
と

り組
く

む。 

    ・家
いえ

の人
ひと

の手伝
てつだ

いは進
すす

んで行
おこな

う。 
 

 その他  

○子供
こども

同士
どうし

の物
もの

（ゲーム、カード、おもちゃなど）の貸
か

し借
か

りやあげたりもらったりは絶対
ぜったい

にしない。 

○金銭
きんせん

の扱
あつか

い方
がた

に注意
ちゅうい

し、お金
かね

の貸
か

し借
か

りや、おごったりおごられたりは絶対
ぜったい

にしない。 

   ○個人
こじん

情報
じょうほう

の扱
あつか

いには、十分
じゅうぶん

に気
き

をつける。 

        ・クラスや友達
ともだち

などの住所
じゅうしょ

・電話番号
でんわばんごう

を記録
きろく

した物
もの

などは、なくさないよう注意
ちゅうい

する。 

・住所
じゅうしょ

や電話番号
でんわばんごう

を聞
き

き出
だ

す不審
ふしん

な電話
でんわ

には、絶対
ぜったい

に答
こた

えない。御家庭
ご か て い

でもお声
こえ

掛
か

けください。 

   〇夏季
か き

は、熱 中 症
ねっちゅうしょう

の危険
きけん

があるためネッククーラーを巻
ま

いてもよいが、使用
しよう

は登
とう

下校
げこう

のみとする。 

   〇冬季
とうき

は、寒
さむ

さが厳
きび

しいためカイロは持
も

ってきてもよいが、授 業 中
じゅぎょうちゅう

など必要
ひつよう

のないときは出
だ

さない。 
 

  携帯
けいたい

電話
でんわ

・スマートフォンについて  

 

 

〇川口市小中学校長会と川口市PTA連合会で協議し、使い方等について保護者あて通知を作成 

しました。前川っ子のきまりと合わせて配布いたしましたのでご確認ください。 

    

   ○困
こま

ったことがあったら、家
いえ

の人
ひと

や先生
せんせい

など、信頼
しんらい

できる大人
おとな

に相談
そうだん

する。 


